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第10図　上福岡貝塚の地形と調査区（1/4,000）

第５章　上福岡貝塚の調査

Ⅰ　遺跡の立地と環境

　上福岡貝塚は、武蔵野台地北東部の標高16.0～17.0

ｍに位置する。台地裾部の荒川低地には、北から東に

新河岸川が流れる。遺跡をのせる武蔵野段丘面と荒川

低地の現比高差は約９～10ｍ、新河岸川の水面からで

は約12ｍの急崖を成す。南側にはかつて新河岸川に流

れ込む小河川が東流し、河川が形成した立川段丘面に

緩やかに傾斜する。周辺の遺跡は、北側に縄文時代前

期集落の川崎遺跡と中期集落のハケ遺跡、東側には前

期古墳の権現山古墳を含む権現山遺跡（古墳群）が隣

接する。上福岡貝塚は1917年に安部立郎氏により紹介

され、学史に残る著名な遺跡として世間に広く知れた

のは、1937（昭和12）年の山内清男、関野克両博士によ

る発掘調査と調査成果をもとにした研究報告等の功績

によることは周知のとおりである。この調査で縄文時

代の貝層を伴う住居跡24軒の内８軒を検出、古墳時代

とみられる住居跡（竈跡）６軒、古墳４基も確認して

いる。1992年奈良国立文化財研究所から、1994年・

1999年には上福岡市教育委員会から上福岡貝塚に関す

る報告書と市史が刊行されている。

Ⅱ　上福岡貝塚第１地点

（１）調査の概要

　調査は変電設備を格納する建物の増設に伴うもので、

原因者より2007年４月10日付けで「埋蔵文化財事前協

議書」がふじみ野市教育委員会に提出された。

　申請地は遺跡範囲の南東部に位置しているため、申

請者と協議の結果、遺構の存在を確認するために試掘

調査を実施した。

　試掘調査は2007年４月26日から、開発区域北側部分

の5.5×11mを重機による表土除去後、人力による表

面精査を行なった。表土除去の重機は、原因者の新日

本無線㈱のご好意により提供を受けた。試掘調査の結

果、縄文時代前期の貝層を伴う住居跡２軒・縄文時代

の集石土坑１基・時期不明の堀跡１本の他、旧日本陸

軍の造兵廠東京工廠福岡工場（以下火工廠）の遺構等

を確認した。住居跡等の遺構は西側と南側に延びてい

た。確認面までの深さは70～100㎝であるが、掘削・

地盤改良が地表面下180㎝に及び遺跡に影響を与える

為、2007年５月21日から６月12日まで本調査を行なっ

た。本調査の成果は、第Ⅱ部第２章に掲載した。
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（２）遺構と遺物

①水溜

　調査区の中央部でコンクリート製の水溜を検出した。

平面は円形で、円筒型を呈し西側の上面部に幅12㎝、

深さ6.7㎝の凹状の受けを設ける。水溜本体の規模は、

上面外径2.73～2.8ｍ、内径2.45～2.55ｍ、上面から底

部内面までの深さは1.982ｍである。側面外壁にはコン

クリート成形時の木枠痕が残り、コンクリート内部に

は直径約10㎜の鉄筋が多数使用されている。水溜を埋

設する為の掘り方は、直径約3.8ｍのほぼ円形を呈する。

　水溜の周辺にはコンクリート製の防護柵を埋設する

ためのピット（本来６本有）が４基（Ｐ1～4）検出さ

れた。規模は第12表のとおりである。

②不凍消火栓・配水管

　調査区内南西部の壁沿いに、南西から北東に延びる

配水管とそれに接続する消火栓を検出した。

　１は鉄製の地上式双口型不凍消火栓本体である。ほ

ぼ完形であるが、消火栓角ボックスハンドル（上部を

回すハンドル）、口元キャップ（放水口のカバー）、キャ

ップを本体に繋ぐ鎖等はみられない。正面に、「特許

CEC 自働　不凍消火栓」の刻印がみられる。双口の

間に黒色の文字らしきものが見られるが判読出来ない。

　２は鉄製配水管で、外径120㎜・内径100㎜、長さは

調査区外へと延びており不明である。配水管外面と接

合部らしき部分の２ヶ所に「㊌100×100＝250　 昭

和十三年」と「㊌ 昭和十三年 オ」の刻印がある。

また本管と消火栓を結ぶ乙型継手管部分には「㊌100×

90 　昭和十二年 」の刻印がある。本体中央部２

ヶ所のフランジと、本管と乙型継手管を結ぶフランジ

は４ヶ所のボルトで固定されている。「CEC」は、

（株）建設工業社の社章で、現在も消防設備を取り扱わ

れている。

第11図　上福岡貝塚第１地点試掘調査区域図（1/300）、土層図（1/150）

№ 平面形態 確認面径 底径  深さ 備考
1 不明 （48） （36） 66 
2 楕円形 57 52 37.8
3 円形 （55）～75 （50）～58 52.3
4 円形 68～75 48～52 56.3

第12表　上福岡貝塚第１地点水溜ピット一覧表
（単位㎝）
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第12図　上福岡貝塚第１地点水溜・不凍消火栓・配水管（1/60・1/12）
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第２章　上福岡貝塚第１地点の調査成果について

Ⅰ　上福岡貝塚縄文時代前期住居跡の配置について

（１）はじめに

　上福岡貝塚では1937（昭和12）年に山内清男、関野

克両博士が中心に縄文時代の住居跡24軒（Ａ～Ｘ地点

竪穴住居址）を確認し、このうち前期の住居跡８軒

（Ｃ・Ｄ・Ｆ・Ｇ・Ｉ・Ｊ・Ｋ・Ｍ）の発掘調査を行

なった。８軒の概要等については第109図と第93表の

とおりである。残る16軒については、住居跡の存在を

確認しただけで検出は行なっていない。その後、今回

の第１地点の調査まで縄文時代の住居跡は確認されて

いない。

　今回、第１地点の調査で検出した２軒の住居跡は、

過去に検出した痕跡が見られないことから、先の８軒

の住居跡と明らかに異なる。残る未検出16軒の住居跡

との関係について、上福岡貝塚の集落や貝塚の配置な

どを考える上で検証してみたい。

（２）  1937（昭和12）年青焼図「地形測量（住居址配

置）図」と第１地点１・２号住居跡

　山内・関野博士が確認または検出した住居跡の配置

について、これまでに以下の４種類の配置図面が確認

されている。

ａ．山内清男博士の1965（昭和40）年『郷土史料』第

２集と1967（昭和42）年『山内清男・先史考古学論

文集』第２冊に掲載された「福岡構内石器時代遺

跡発掘調査報告」にある、「埼玉県入間郡福岡村大

字上福岡　昭和十二年一～七月」と記載された図

（以下「山内図」と呼ぶ）。

ｂ．関野 克博士の1938（昭和13）年『人類学雑誌』

第53巻第８号、1965（昭和40）年『郷土史料』第２

集に掲載された「埼玉県福岡村縄紋前期住居址と

竪穴住居の系統に就いて」に記載された図「第１

図上福岡遺跡図」（以下「関野図」と呼ぶ）。

ｃ．福岡村郷土史刊行会の1957（昭和32）年『福岡村

市』に掲載された「旧火工廠内竪穴住居跡及貝塚

発掘地点（○印）図」（以下「福岡村史図」と呼ぶ）。

ｄ．笹森健一の「教育委員会に保存されていた資料

について」1994（平成６）年市史調査報告書第５集

『考古文献資料（１）上福岡貝塚』上福岡市教育委

員会刊行で報告された青焼図「地形測量（住居址

配置）図」（以下「白石青焼図」と呼ぶ）。

　ａ～ｄ各図の出自や概要については笹森健一「教育

委員会に保存されていた資料について」註（２）が詳細に

述べているのでそちらを参照されたいが、それぞれの

図の特性を再認識した上で、あらためて住居跡の配置

をみてみたい。

　笹森の検証でも、山内図および関野図は白石青焼図

からの派生図であり、福岡村史図は関野図からの派生

図であることが分かる。従って全ての基となったのが

白石青焼図であり、1937年調査の遺構配置を考える際

に、白石青焼図に山内図を重ねたものが、現段階では

最も正確に遺構配置を記録したものと考える。また、

1992（平成４）年に奈良文化財研究所が刊行した『上

福岡貝塚資料』山内清男考古資料３に掲載されている

図「上福岡貝塚周辺の発掘調査成果」は、山内図に刊

行時の現況図を重ねたもので、山内図の派生図と考え

今回の参考資料からは除外した。

　白石青焼図は地形図に火工廠の区画配置などを重ね

て作成しているため、図中に記されたＡ～Ｑ地点住居

址の配置が最も正確であると考える。白石青焼図と山

内図を同一縮尺にして重ね合わせてみると、僅かなず

れがみられ、山内図は白石青焼図を完全にコピーした

ものではないと考えられる。山内図がどの時点で白石

青焼図を写したものか不明であり、Ｒ～Ⅹ地点住居址、

α～ε地点住居址の他に東側２基の古墳がどのような

基準で追加記載されたのか現時点では確認出来ない。

しかし昭和12年という時代と調査の背景などを考え併

せるならば、両図の記録資料としての信頼性と価値は

高く、同時期の他の発掘調査における記録図などと比

べても、両図の精度は群を抜いていることは周知のと

おりである。

　白石青焼図・山内図と第１地点の住居配置を現在の

都市計画図に重ね合わせたものが、第108図上福岡貝

塚遺構配置図である。１・２号住居跡はＧとＷ地点住

居址の間に位置する。Ｇ地点住居址は発掘調査が行な

われ遺構写真や図面記録も有り遺物も出土しているた

め今回検出したものと明確に異なる。Ｗ地点住居址は

未検出住居址16軒のうちの１軒で、図面上では１・２

号住居跡と５ｍほどの範囲内にある。白石青焼図に山

内図からＳ・Ｔ・Ｕ・Ｖ・Ｗ・Ｘ地点住居址を加えた

図が第176図である。註（９）

【Ｗ地点住居址＝１号住居跡の可能性】１号住居跡は

覆土上層の遺構確認面付近に土器片が多数出土するが



243Ⅱ　上福岡貝塚第１地点出土土器について

貝層は全くみられない。貝層が確認されるのは覆土中

層から床面付近にかけてである。ただし、火工廠の水

溜や消火栓・排水管に掘削され、当時も住居跡と認識

されていた可能性があり、工事が着工されている状況

で発掘調査の対象から外されたものとも考えられる。

上福岡市史編集専門員であった川名広文氏が、調査に

参加された慶応義塾大学名誉教授（聞き取り調査時）の

江坂輝彌氏への聞き取り調査でも「関山式ないし黒浜

式の貝層のない竪穴も何軒かあった」と述べられてい

る。註（10）

【Ｗ地点住居址＝２号住居跡の可能性】２号住居跡は

遺構確認面から貝層が確認され、さらに火工廠工事以

前の耕作でも貝層が多数掘り起こされている事が今回

の調査で明らかとなり、当時から住居跡として認識さ

れていた可能性は高い。

　以上のように1937年の調査で確認されたＷ地点住居

址と今回調査した住居跡の関係については、周辺部の

より広範囲な調査を見なければその特定は難しい。

（３）1937（昭和12）年発掘調査の状況

　1937年の発掘調査について、調査に至る経過や調査

の経過・成果は両博士の報告や論考と、上福岡市史編

纂事業にともなう各調査でも詳細が明らかになりつつ

あるが、白石護郎氏が作成した住居址配置図から新た

な様子が読み取れる。

　1937年の調査で、なぜ８軒（Ｃ・Ｄ・Ｆ・Ｇ・Ｉ・

Ｊ・Ｋ・Ｍ）の住居跡が検出されたのか、山内博士が

1937（昭和12）年４月３日に当遺跡を訪れた時点で、Ａ

～ＧないしＨ地点までの住居跡が確認されていたこと

が白石青焼図から読み取れる。Ａ～Ｑ地点住居址名の

下に記された記号（1､ 20・1､ 24 ～ 6､ 17など）と「福

岡構内貝塚出土品　昭和一二年一月二十五日」の遺物

写真に縄文土器・石器・貝殻が撮影されその下にＣ～

Ｅ・Ｇの記号がある。1937年１～２月の時点でＧ地点

住居址まで確認されていたことが分かる。

　検出された８軒の住居跡を白石青焼図でみると、全

ての住居跡は火工廠の防爆土塁の外側に位置し、Ｓ～

Ｕ地点住居址の３軒も建物の構造をみると基礎部分か

ら外れていた可能性が考えられる。即ち火工廠は同年

12月25日の開場式に向け工事を急いでおり、建物建設

に並行して発掘調査が行なえるのは、建物間の狭間や

道路部分に限られていたものと推察される。今回第１

地点調査区の土層断面に防爆土塁の築造痕跡が確認さ

れ、それをみると防爆土塁の築造部分は土を削らずに

土盛されている。つまりその下部に存在する遺跡につ

いては当時も確認されず、未発見の遺構が存在する可

能性が考えられる。川名広文氏が指摘註（10）したとお

りに今回新たな遺構と遺物が発掘された。第１地点発

掘調査時に周辺の状況を観察した限りでも、建物の隙

間や道路の他に火工廠時代の木造建物も残っており、

これらは基礎もそれほど深くないものとみられ、遺構

と遺物が存在する可能性がある。以上の点から、上福

岡貝塚は遺跡として健在であり、今後も開発行為など

に十分な対応をとると共に、新たな調査成果に期待し

たい。

Ⅱ　上福岡貝塚第１地点出土土器について

　上福岡貝塚第１地点出土の縄文時代前期の土器につ

いて概観してみたい。

　今回の土器分類は、隣接するＧ・Ｗ地点出土土器と

の比較・検討も考慮し、奈良文化財研究所史料 第33、

『上福岡貝塚資料 山内清男考古資料３』の分類基準を

用いた。山内資料の黒浜式土器などの分類基準は、複

数地点住居跡の土器に対し設けられたものであるため、

若干の変更を以下のとおり行なった。

　第１類第１種を有尾式とし、第２種に渦巻文を有す

るものを加え、第５種の格子目文をａ～ｃに細分。

　第４類貝殻文土器群を第１種貝殻背圧痕文と第２種

貝殻腹縁文に分け、さらに第１種をａ・ｂ・ｃに細分。

　第８類には甲信系土器を新たに追加。

（１）１号住居跡出土土器について

　出土土器は総数2,271点で、復元可能な個体数は10点

（第115～116図）である。数量的には第２類土器が最

も多く次に第１類、第４類、第８類土器と続く。第２

類土器群の破片には第１類土器群の胴部片なども含ま

れるため単純な比較は出来ないが、復元個体数でみる

ならば第２類第４種の付加条縄文がやや目立つ。

　分類種別でみると、第１類土器群では第１種と第２

種の口縁部に鋸歯状文（菱形文）もつ類で、工具によ

る爪形文はやや少なく半截竹管状工具を用いた沈線文

が多い。山内博士の調査した住居跡と比べると黒浜式

土器の多く出土したＪ地点住居址出土土器に類似する。

Ｄ地点住居址出土土器は、第１類第４種の口縁部文様

帯に半截竹管状工具による幅狭の枠状区画文を配する

土器や、第１類第６種のコンパス文を含む土器を含む

点で１号住居跡と様相を異にする。また、同じ黒浜式

期の住居跡である川崎遺跡第４次調査第１号住居跡は、
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有尾式土器の復元個体は無く破片での比較であるが、

沈線文より爪形文が多い傾向がみられる。

　第２類土器群では、口縁部に工具による菱形文を配

する有尾式土器の胴部を除き、縄文施文のみによる羽

状縄文からの菱形構成は少なく斜縄文が主体である。

この点はＤ・Ｊ地点住居址出土土器の傾向と一致する。

先述の川崎遺跡１号住居跡出土土器は、上福岡貝塚１

号住居跡出土土器（第115図５・６）の器形と酷似する

が、明確な羽状縄文による菱形構成を配する。第１類

土器群の有尾式土器など、工具施文土器の爪形文の有

無などと合わせ、川崎遺跡第４次調査出土土器群との

関係は非常に興味深い。

　第４類土器群で貝殻腹縁文の土器は底部１点のみで、

他は全て貝殻背圧痕文である。第115図２は貝殻背圧

痕とＲｌ縄文を施文する点で特殊といえる。第４類土

器群と他の土器群との出土状況による時期差などは確

認できなかった。

　施文方法や文様以外では、土器製作を途中で終了し

たような器形の土器が目立つ。ただし縄文などの文様

は施文され完成品として使用されている。第115図２、

第116図10・11・79は胴部から短い頸部を経て口縁部

に至る。本来はさらにもう１～２段の粘土紐の積み上

げ後、追加成形技法などにより第116図９のような器

形になるものと考えられる。施文は貝殻背圧痕や付加

条縄文などが多くみられる。

（２）２号住居跡出土土器について

　２号住居跡出土土器は総数348点、復元可能な個体

数は４点（第128図）と１号住居跡に比べ少ない。

　２号住居跡で主体を占めるのは、１号住居跡同様に

第２類第１種と第２種の地文に無節や単節縄文を施文

する土器群、第４種の付加条縄文を施文する類である。

２号住居跡の特徴は、第１類土器群と第４類土器群が

ほとんどみられず、僅かに出土する破片も撹乱出土や

表土層出土のものの他に覆土上層出土で、総量に占め

る割合を考慮しても少ない。時期的なものか、その他

の要因に起因するのか貝層の形成要素と合わせて考え

る必要があろう。

　第128図２は１・２号住居跡の復元可能土器のなか

で、羽状縄文による菱形構成を確認出来る唯一の個体

である。本地点の出土土器は羽状縄文を施文するもの

は若干みられるが、全体で菱形を構成するものは極端

に少ない。

　第128図１と３は、土器上半の施文手法に共通性が

みられる。同じ縄文原体を異方向に回転施文し、縦位

区画の「仕切り」を作り出す。３は無節Ｒｌ斜縄文を

地文に、４ヶ所（単位）で同じ縄文原体を条が縦位に

なるように施文する。１も器形は若干異なるが同様の

手法で、条を縦位方向に施文する部分が２単位確認で

きる。両土器とも胴部下半では同方向の縄文のみで、

異方向の縄文や区画は認められない。１、３の土器は

偶発的または辻褄合わせに施文したものではなく、明

らかに意図して計画的な単位として施文している。本

文では第２類第１種としたが第２類第３種異条斜縄文

の土器としても良い類である。

　口縁上部の縦位区画の構成は、関山式から黒浜式や

有尾式土器にみられるが、縄文原体の回転方向や原体

自体を替えて文様構成に変化を与える手法は、羽状縄

文の菱形構成の作出と共通しており黒浜式期の一様相

なのか、または突起を４単位貼り付けるものや肋骨文

など縦位区画の意識と繋がるものなのか、今後の検討

課題としたい。

Ⅲ　今後の課題

　１・２号住居跡が集落の最も南側に位置する事から、

今回の調査では関山式土器は１点も出土していない。

関山式期と黒浜式期では集落の配置が異なることが改

めて確認されたと言えるが、集落全般について現段階

では十分な検討を加えることは難しく、今後の調査に

期待したい。

　１・２号住居跡の貝層から出土した動物遺体は、出

土状況や貝類の組成などが全く異なる様相を呈してい

た。山内博士の調査による動物遺体のサンプルとの比

較では、種類的には大きな違いは見られなかったが、

当時の写真などを見ると、かなりの規模の貝層がみら

れその様相は多種多様であったと考えられる。１・２

号住居跡の各貝層間の問題や動物遺体を含めた周辺の

自然環境などについては、川崎遺跡など周辺の遺跡も

含めて改めて検討を行ないたい。

　今回の出土土器については、ほぼ黒浜式と有尾式に

限定されることから、古入間湾沿岸における一括資料

として貴重である。今後は1937年の出土土器や、川崎

遺跡や水子貝塚など周辺遺跡出土土器群との関係をよ

り深くみていきたい。上福岡貝塚を語る上で必ず問題

となる、山内清男博士が実績報告でとりあげた「～別

型式二属スルラシイ」土器群の問題については、新知

見も無いことから今回は敢えて触れなかった。石器に
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第176図　上福岡貝塚地形測量（住居址配置図）

※本図は1/1,000の原図を1/4に縮小し、1/4,000として再トレースしたものに、山内図よりR、V、W、X地点住居跡を加筆。

ついても全く触れることが出来なかった点も含め、今

後の研究・検討課題としたい。

　最後に上福岡貝塚第１地点出土の縄文土器について、

新井和之氏、黒坂禎二氏、下村克彦氏、鈴木徳雄氏、

高野博光氏、田中和之氏、早坂廣人氏、山口逸弘氏を

はじめ多くの方々から貴重なご助言とご指導をいただ

きました。また国立奈良文化財研究所埋蔵文化財セン

ターの小澤毅氏には山内清男考古資料の見学について

ご配慮を賜りました。記して感謝申し上げます。

（鍋島直久）

註 （９）上福岡市教育委員会1994『考古文献資料（１）上福岡貝

塚』市史調査報告第５集　ＰＬ.29図に加筆

註 （10）川名広文1997「この人と語る・上福岡貝塚の発掘」『き

んもくせい』市史研究第三号　上福岡市教育委員会



246 第２章　上福岡貝塚第１地点の調査成果について

第92表　川崎遺跡縄文時代前期住居跡一覧表
住居
番号

調査
年度 調査名 調査率 平面形

（　）は推定
規模

（　）は残存値 炉 貝層 周溝 総柱数
（主柱）壁柱 主軸方位 時期 備考 文献

1J 1974 第1次L.N.03 2/3掘 ほぼ方形 420×380×14 ○ 11（11） Ｎ-16°-Ｅ 諸磯a式
川崎遺跡第1次

調査概報2J 1974 第1次L.N.19 2/3掘 （長方形） 不明×550×12 ○ ○ 35 （28）Ｎ-42°-Ｅ 黒浜式 拡張住居
3J 1974 第1次L.N.20 2/3掘 （長方形） 560×420×60 ○2 29（8）（11）Ｎ-59°-Ｅ 黒浜式

1975 宅地添1次-A
地区 完掘 不整台形 330～390×430

×25　 ○ ○ 45（8） Ｎ-22°-Ｗ 黒浜式 郷土史料第27集

9J 1975 第2次L.N.08 1/2掘（隅丸長方形） ？×570×？ ○ ○ Ｎ-88°-Ｅ 関山式・諸磯式 ２軒重複？

川崎遺跡第2次
調査概報

12J 1975 第2次L.N.25 長方形 ？×450×？ ○ 42 ○ Ｎ-68°-Ｗ 関山式 Ｌ21と複合しＬ29
によって切られる

10J 1975 第2次L.N.34 完掘 方形に近い 520×480×20 7 Ｎ-15°-Ｗ 黒浜式？縄文前期 ＬＮ16と複合
11J 1975 第2次L.N.35 完掘 （隅丸長方形） 255×150×10 1 不明 ＬＮ06と複合
13J 1975 第2次L.N.50 2/3掘 長方形 620×460×12 ○ 42 40 Ｎ-35°-Ｗ 関山式？
4J 1975 第2次L.N.70 1/2掘（隅丸長方形） ？×330×？ 10 不明 黒浜・諸磯a式
5J 1975 第2次L.N.73 完掘 隅丸長方形 350×260×？ ○ ○ Ｎ-6°-Ｗ 花積下層式？ 複合住居
6J 1975 第2次L.N.74 完掘 隅丸方形 820×810×？ ○ Ｎ-80°-Ｗ
7J 1975 第2次L.N.76 完掘 隅丸方形 390×290×？ ○ Ｎ-10°-Ｅ
8J 1975 第2次L.N.77 完掘 隅丸長方形？ ？×？×？ ○ 不明
14 1977 第3次7号住居跡 完掘 不明 ？×？×？ 14 不明 花積下層式？ 郷土史料第21集15 1977 第3次8号住居跡 完掘 （隅丸長方形）（540）×470×10 ○ 14（4） 不明 花積下層式
16 1979 第4次1号住居 完掘 隅丸長方形 645×505×40 ○ ○ 37（8） Ｎ-36°-Ｅ 黒浜式 郷土史料第24集
17 1979 第6次2号住居1A 一部 不明 不　明 ○ ○ 12 不明 黒浜式？ 1Ｂ・1Ｃ住居重複 郷土史料第24集

18 1990 第14次1号住居 完掘 （隅丸方形～
長方形）（470）×425×（10）○3 ○ 52（10） ○ Ｎ-52°-Ｅ 関山式 郷土史料第41集

19 1995 第16次
大型住居跡 完掘 隅丸方形 1287×862×？ ○2 6 Ｎ-45°-Ｅ 黒浜式 大型住居

「川崎遺跡
第16次の調査

説明会資料」
『私たちの

埋蔵文化財』
1999 関山式

（単位㎝）

第93表　上福岡貝塚縄文時代前期住居跡一覧表

新住居
番号

調査
年度 調査名 調査率 平面形

（　）は推定
規模

（　）は残存値
炉 貝層 周溝 総柱数

｛主柱｝壁柱
主軸方位 時期 備考 文献

（　）は推定
Ａ 1937 Ａ 遺構確認のみで未調査、貝層を伴う可能性高い、縄文時代前期とみられる
Ｂ 1937 Ｂ 遺構確認のみで未調査、貝層を伴う可能性高い、縄文時代前期とみられる

Ｃ 1937 Ｃ C-1 完掘 隅丸矩形 500×440× 70 ○ （○） ○ 29｛6｝ ○ Ｎ-56°-Ｅ 黒浜式 拡張有

本書第2章Ⅰ（2）
及び

第58表上福岡貝
塚調査一覧表

参照

C-2 完掘 隅丸矩形 620×530× 70 ○ （○） ○ 29 ○ Ｎ-56°-Ｅ 黒浜式

Ｄ 1937 Ｄ

D-1 完掘 隅丸不整矩形 350×500×100 ○ （○） ○ 85 12 Ｎ-43°-Ｅ 黒浜式に近きもの

拡張有

D-2 完掘 隅丸不整矩形 420×560×100 ○ （○） ○ 85｛4｝ Ｎ-43°-Ｅ 黒浜式に近きもの
D-3 完掘 隅丸不整矩形 400×580×100 ○ （○） ○ 85｛4｝ Ｎ-43°-Ｅ 黒浜式に近きもの
D-4 完掘 隅丸不整矩形 560×600×100 ○ （○） ○ 85｛4｝ Ｎ-43°-Ｅ 黒浜式に近きもの
D-5 完掘 隅丸不整矩形 570×600×100 ○ （○） ○ 85｛4｝ Ｎ-43°-Ｅ 黒浜式に近きもの
D-6 完掘 隅丸不整矩形 650×600×100 ○ （○） ○ 85（6） Ｎ-43°-Ｅ 黒浜式に近きもの
D-7 完掘 隅丸不整矩形 760×600×100 ○ （○） ○ 85（6） Ｎ-43°-Ｅ 黒浜式に近きもの
D-8 完掘 隅丸不整矩形 750×600×100 ○ （○） ○ 85（6） Ｎ-43°-Ｅ 黒浜式に近きもの

Ｅ 1937 Ｅ 遺構確認のみで未調査、貝層を伴う可能性高い、縄文時代前期とみられる
Ｆ 1937 Ｆ 1/3掘 （長方形） （400）×（320）×70 ○ （○） ○ 19｛6｝ ○ （Ｎ-40°-W）黒浜式
Ｇ 1937 Ｇ 1/2掘 （隅丸台形）（500）×（340）×70 ○2（○） 16（4） ○ （Ｎ-26°-E）黒浜式
Ｈ 1937 Ｈ 遺構確認のみで未調査、貝層を伴う可能性高い、縄文時代前期とみられる

Ⅰ 1937 Ｉ I-1 完掘 隅丸矩形 510×420× 80 ○ （○） ○ 45｛4｝ Ｎ-54°-Ｅ 黒浜式 拡張有I-2 完掘 隅丸矩形 570×470× 80 ○ （○） ○ 45（6） 15 Ｎ-54°-Ｅ 黒浜式
Ｊ 1937 J 完掘 隅丸長方形 570×430×40 ○ （○） ○ 52｛6｝ 32 Ｎ-56°-Ｅ 黒浜式
Ｋ 1937 Ｋ 1/2掘 （長方形） （690）×（290）×60 ○ ○ ○ 37｛6｝ Ｎ-49°-Ｗ 関山式 拡張有Ｌ 1937 Ｌ 遺構確認のみで未調査、貝層を伴う可能性高い、縄文時代前期とみられる
Ｍ 1937 Ｍ 完掘 梯子形 600×500× 90 ○ ○ 47｛6｝ 47 Ｎ-80°-Ｗ 関山式
Ｎ 1937 Ｎ 遺構確認のみで未調査、貝層を伴う可能性高い、縄文時代前期とみられる
Ｏ 1937 Ｏ 遺構確認のみで未調査、貝層を伴う可能性高い、縄文時代前期とみられる
Ｐ 1937 Ｐ 遺構確認のみで未調査、貝層を伴う可能性高い、縄文時代前期とみられる
Ｑ 1937 Ｑ 遺構確認のみで未調査、貝層を伴う可能性高い、縄文時代前期とみられる
Ｒ 1937 Ｒ 遺構確認のみで未調査、貝層を伴う可能性高い、縄文時代前期とみられる
Ｓ 1937 Ｓ 遺構確認のみで未調査、貝層を伴う可能性高い、縄文時代前期とみられる
Ｔ 1937 Ｔ 遺構確認のみで未調査、貝層を伴う可能性高い、縄文時代前期とみられる
Ｕ 1937 Ｕ 遺構確認のみで未調査、貝層を伴う可能性高い、縄文時代前期とみられる
Ⅴ 1937 Ⅴ 遺構確認のみで未調査、貝層を伴う可能性高い、縄文時代前期とみられる
Ｗ 1937 Ｗ 遺構確認のみで未調査、貝層を伴う可能性高い、縄文時代前期とみられる
Ⅹ 1937 Ⅹ 遺構確認のみで未調査、貝層を伴う可能性高い、縄文時代前期とみられる

1 2007 1号住居跡 2/3掘（隅丸長方形）（585）×546×60 ○ ○ ○ 12｛6｝ Ｎ-75°-Ｅ 黒浜式 拡張の可能性有り、
Ⅹ住の可能性有り 市内遺跡群4

2 2007 2号住居跡 完掘 （台形） 380×380× 32 ○ ○ 5｛3｝ Ｎ-46°-Ｗ 黒浜式 Ⅹ住の可能性有り

（単位㎝）



277上福岡貝塚第１地点① 写真図版　27

上福岡貝塚第１地点近景 上福岡貝塚第１地点近景

上福岡貝塚第１地点試掘調査遺構確認状況 上福岡貝塚第１地点遺構確認状況

上福岡貝塚第１地点消火栓出土状況 上福岡貝塚第１地点消火栓配水管出土状況

上福岡貝塚第１地点水溜 上福岡貝塚第１地点水溜



278 上福岡貝塚第１地点②写真図版　28

←地上式双口型不凍消火栓

消火栓

配水管刻印

消火栓刻印

配水管と乙型継手管 消火栓排水口

乙型継手管 乙型継手管刻印

消火栓刻印

配水管刻印

上福岡貝塚第１地点出土消火栓No.1・2



279上福岡貝塚第１地点③ 写真図版　29

上福岡貝塚第１地点集石土坑 上福岡貝塚第１地点集石土坑

上福岡貝塚第１地点全景 上福岡貝塚第１地点堀土層

上福岡貝塚第１地点調査前遺構確認状況（南東から） 上福岡貝塚第１地点全景（南東から）



280 上福岡貝塚第１地点④写真図版　30

上福岡貝塚第１地点１号住居跡

上福岡貝塚第１地点１号住居跡炉 上福岡貝塚第１地点１号住居跡土層

上福岡貝塚第１地点１号住居跡遺物出土状況 上福岡貝塚第１地点１号住居跡遺物出土状況



281上福岡貝塚第１地点⑤ 写真図版　31

上福岡貝塚第１地点１号住居跡遺物出土状況 上福岡貝塚第１地点１号住居跡床面遺物出土状況

上福岡貝塚第１地点１号住居跡ピット５遺物出土状況 上福岡貝塚第１地点１号住居跡貝層１土層

上福岡貝塚第１地点１号住居跡貝層２オオタニシ出土状況 上福岡貝塚第１地点１号住居跡貝層１・２

上福岡貝塚第１地点１号住居跡貝層３・４土層 上福岡貝塚第１地点１号住居跡貝層５



282 上福岡貝塚第１地点⑥写真図版　32

上福岡貝塚第１地点１号住居跡貝層６ 上福岡貝塚第１地点１号住居跡貝層７

上福岡貝塚第１地点１号住居跡貝層８・９ 上福岡貝塚第１地点１号住居跡貝層８・９

上福岡貝塚第１地点１号住居跡貝層10～12 上福岡貝塚第１地点１号住居跡貝層11

上福岡貝塚第１地点１号住居跡貝層12 上福岡貝塚第１地点１号住居跡貝層14



283上福岡貝塚第１地点⑦ 写真図版　33

上福岡貝塚第１地点２号住居跡

上福岡貝塚第１地点２号住居跡炉 上福岡貝塚第１地点２号住居跡遺物出土状況

上福岡貝塚第１地点２号住居跡遺物出土状況 上福岡貝塚第１地点２号住居跡遺物出土状況



284 上福岡貝塚第１地点⑧写真図版　34

上福岡貝塚第１地点２号住居跡貝層Ⅱ

上福岡貝塚第１地点２号住居跡貝層Ⅱ 上福岡貝塚第１地点２号住居跡貝層Ⅰ～Ⅳマガキ①・②出土状況

上福岡貝塚第１地点２号住居跡貝層Ⅰ

上福岡貝塚第１地点２号住居跡貝層Ⅱ土層 上福岡貝塚第１地点２号住居跡貝層Ⅱ土層

上福岡貝塚第１地点２号住居跡貝層Ⅲ 上福岡貝塚第１地点２号住居跡貝層Ⅳ



285上福岡貝塚第１地点⑨ 写真図版　35

上福岡貝塚第１地点１号住居跡出土遺物No.1～8



286 上福岡貝塚第１地点⑩

上福岡貝塚第１地点１号住居跡出土遺物No.9～17

写真図版　36



287上福岡貝塚第１地点⑪

上福岡貝塚第１地点１号住居跡出土遺物No.18～77・84～106

写真図版　37



288 上福岡貝塚第１地点⑫写真図版　38

上福岡貝塚第１地点１号住居跡出土遺物No.78～83・107～127・167



289上福岡貝塚第１地点⑬ 写真図版　39

上福岡貝塚第１地点１号住居跡出土遺物No.128～164・168



290 上福岡貝塚第１地点⑭写真図版　40

上福岡貝塚第１地点１号住居跡出土遺物No.165・166・169～194・196・197・200～204・207～212・214・215・217・218



291上福岡貝塚第１地点⑮ 写真図版　41

上福岡貝塚第１地点１号住居跡出土遺物No.195・198・199・205・206・213・216・219～241



292 上福岡貝塚第１地点⑯写真図版　42

上福岡貝塚第１地点１号住居跡出土遺物No.242～262・264・275～281



293上福岡貝塚第１地点⑰ 写真図版　43

上福岡貝塚第１地点１号住居跡出土遺物No.263・265～274・282～294、水溜ピット出土遺物



294 上福岡貝塚第１地点⑱写真図版　44

上福岡貝塚第１地点２号住居跡出土遺物No.1～7



295上福岡貝塚第１地点⑲ 写真図版　45

上福岡貝塚第１地点２号住居跡出土遺物No.8～48



296 上福岡貝塚第１地点⑳写真図版　46

上福岡貝塚第１地点２号住居跡出土遺物No.49～76



297

①オオムギ　２号住居跡　貝層Ⅰ（1層）
②オオムギ　２号住居跡　貝層Ⅰ（4層）
③オオムギ　２号住居跡　貝層Ⅰ 
④コムギ　　２号住居跡　貝層Ⅰ（1層）
黒棒は1㎜、a，b，cは同一資料の異なった方向からの写真。

上福岡貝塚第１地点出土種実類

写真図版　47上福岡貝塚第１地点㉑

⑤涙滴型種子２号住居跡　貝層Ⅱ
⑥タデ属　　２号住居跡　貝層Ⅴ
⑦ビーズ状体２号住居跡　貝層Ⅱ
⑧ビーズ状体２号住居跡　貝層Ⅴ

⑤涙滴型居跡 貝層



上福岡貝塚第１地点１号住居跡遺物出土状況（南から）

上福岡貝塚第１地点１号住居跡完掘（南から）

巻頭図版 1



巻頭図版 2

上福岡貝塚第１地点２号住居跡遺物出土状況（南から）

上福岡貝塚第１地点２号住居跡完掘（南から）



巻頭図版 3

上福岡貝塚第１地点１号住居跡出土遺物①

上福岡貝塚第１地点１号住居跡出土遺物②

上福岡貝塚第１地点２号住居跡出土遺物



巻頭図版 4

上福岡貝塚第１地点（２号住居跡貝層Ⅱ）から産出したマガキ

上福岡貝塚第１地点から産出した大型貝類遺体群
1：オオタニシ、2：チリメンカワニナ、3：ウミニナ類、4：アカニシ、5：ハイガイ、6：イシガイ、
7：マツカサガイ、8：ウネナシトマヤガイ、9：シオフキ、10・11：ヤマトシジミ、12：アサリ、
13：ハマグリ、14：オオノガイ

（＊1・2・5～7・12～14：1号住居跡貝層2、3：1号住居跡貝層1、4：1号住居跡貝層7、8・9：1号住
居跡貝層4、10・11：2号住居跡貝層Ⅱ）



上福岡貝塚第１地点から産出した主要な陸生貝類遺体群及び脊椎動物遺体群

上福岡貝塚第１地点から産出した主要な水生微小貝類遺体群
1：チリメンカワニナ幼貝（1号住居跡貝層12）、2：カワグチツボ（1号住居跡貝層2）、3：ヒラドカワザンショウ（2号住居跡貝層Ⅱ）、
4：ムシヤドリカワザンショウ（2号住居跡貝層Ⅱ）、5：カキウラクチキレモドキ（1号住居跡貝層2）、6：ヒラタヌマコダキガイ（1号
住居跡貝層2）

1：ヒカリギセル（1号住居跡貝層2･1層（東側））、2：オカチョウジガイ（2号住居跡貝層Ⅰ･3層）、3：ホソオカチョウジガイ（2号住居跡貝
層ⅡC3･1層）、4：ヒメコハクガイの一種（表）（1号住居跡貝層2･5層）、5：ヒメコハクガイの一種（裏）、6：ヒメベッコウガイ類似種（表）（1
号住居跡貝層2･1-3層･3′層（西側））、7：ヒメベッコウガイ類似種（裏）、8：陸生貝類･卵（1号住居跡貝層8･1層（東側））、9：エイ類椎骨（1
号住居跡貝層9･1層（東側））、10：コイ科尾椎（1号住居跡貝層9･1層（東側））

巻頭図版 5


